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東 ア フ リ カ よ り 帰 国 し て

ナイロビ駐在員の半年

和　　田　　正　　平*

は　 じ　 め　 に

　 わた くしが 日本学術振興会 の第4次 ナ イロビ駐在員 と

して アフ リカの土を踏ん だのは,街 中に赤いブーゲ ンビ

リアが満 々と咲 き乱れ,ジ ャカ ランダの淡い花び らが赤

土の地面を紫の花模様 にそめ はじめた乾季 もおわ りに近

い昨年(1968)9月24日 の ことで あった。

　 駐在員は,毎 年 きま って東ア フ リカの雨季 にむけて派

遣 されてきたが,わ た くしは出発の時期をい くぶん早 め

に したため,晴 れ あが った快適 なあお空 と,花 につつ ま

れ たナイロビの街が待 って いたのである。

　 は じめて ナイ ロビを訪れ る人 々は空港か ら都心 にむか

うにつれ,タ クシーの 中か ら見 える近代 的な ビルデ ィン

グと整然 とした街並み に一驚す るのであるが,そ れに も

まして色 とりどりの美 しい花壇や街路樹 には賛 嘆の声を

惜 しまないのであ る。 もちろん,そ れ らのモダ ンな景観

もイギ リス植民地支配の繁栄の上 にきずか れた遺産 では

あ るが,し か し,ゆ きず りの人 々の 目には過去 のいまわ

しい歴史をふ りかえ る余裕 もな く,た だ,整 然 と した都

市美にのみ感激するわけであ る。

　 か ってわた く し は,1964年9月 か ら1966年10月 ま

で,京 都大学類 人猿学術調査隊 として タンザニ アに滞在

した際,こ の都 市を通過 す る機会が何度か あったが,す

でにア フ リカ大地 を知 った ものに とっては この気 どった

よそゆ きのナイ ロビの街には,正 直にい って あま り好感

を もてなか った。 しか しなが ら,花 の季節だ けはた とえ

英 国人 の伝統 と体臭 の しみつ いた郊 外の公園 で あ っ て

も,こ こを散策 するこ とは,わ た くしの楽 しみの ひとつ

であった。 それは,自 然 が文句 な く美 しか ったか らで あ

ろ う。

　 3年 ぶ りに懐 か しいナイ ロビ空港に降 り立 ったわた く

しは,時 間をとび こえて すでにア フ リカ的 自然の中 に没

入 して いた ので ある。

研究 センターの開設

　 さて,ナ イロビ駐在員制度が できたのは1965年 と 記

憶 してい る。最初 に派遺 された のは富 田浩造氏(当 時,

東外大A・A研,現 在海外技術協力事業団在 タンザ ニア)

で あ り,以 後,石 毛直道氏(京 大人 文研)大 森 元 吉 氏

(広島大)と 続 き,わ た くしに引き継 がれたわ けで ある。

　 い うまで もないが,近 年,日 本人 によ るア フ リカ研究

がい よいよ盛 んにな り,ア フ リカの原地 において,本 格

的な フィル ド ・ワー クに とり くむ者が着実 に増加 しつつ

あ る今 日,も はや大使 館か らの直接 的な援助 をたのむわ

けにはいかず,現 地 に恒 久的な研究セ ンターを設 立す る

ことは,本 当 にアフ リカ研究 者の間 にお ける強 い要 望で

あった。事 実,か って京都大学 ア フ リカ学術調査隊 のメ

ムバ ーの1入 として,タ ンザ ニアのハ ナ ン山麓で フィル

ド ・ワー クに従 事 していたわ た くしは,前 任の駐在員 の

協力 によ って円滑に調査を続行す る ことがで きた し,九

死 に一生を得 る とい う経験 もした ことがある。

　 こん どは,逆 にわた くしが協力 しなければな らな い立

場に立 ったが,前 任者 の言をか りれば,ナ イ ロビ駐在員

は他の地域 の駐在員(た とえばテヘ ラン駐在 員な ど)と

異 な り,6か 月 とい う短 い滞在 日数 しか持 たないため,

駐 在活動 と自己の研究調査 とを うま くかみ合 わせ,両 者

を並 行 して行な うことが むずか し く,こ れ を調整 す るた

め特に綿密な行動計画を たてな ければな らなか った とい

わ れてい る。

　 ところで,駐 在員 にあたえ られた条件 のきび しさは私

の場 合 もま った く変 りな か ったが,た とえ,時 期 をみて

タ ンザ ニアの 自己の フィル ドに入 るに して も,ま ず,ナ

イ ロビに研究セ ンターを開設 す るのが駐在員 と して しな

けれ ばな らない最初の仕事 であろ う。そ こで,わ た くし

は都心 に近いギ ロウアー ド ・mド の一角 にある英 国人

の家 の一 部屋 を借 りあげ,こ れ を事 務所 と兼用 した。 こ

こには,余 分な宿泊施設 はないが,電 話 も直通で利用 で

きる便宜 があ り,事 務机や書棚 な どを設備す ることによ

って まず申 し分のな いオ フィス としての環境を整 えるこ

とが できた。10月1日,ナ イ ロビ駐 在員活動は ここか ら

出発 する ことにな ったので ある。

事　業　内　容

*帯 広畜産大学助教授(畜 産学部)

　オ フィスが 開設 されたな ら,さ っそ く活動 しな ければ

な らな いが,以 前 の経験を いかす に して も3年 間の空 白

が あ り,在 ケニア大 使館,お よび在留 日本人 の協力が必

要で ある。幸 いに も,大 使を はじめ館員 は このセ ンター
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の意義を充分理解 して くれ たので,い わば,準 館員 なみ

の待 遇で便宜をはか って くれた。 お陰でわずか数週間 の

うちにナイ ロビに予期以上 の知 己を得 ること が で き た

が,そ の中で も林晃史氏(ア ジア経済研究所)は,ア フ

リカ研究者の1人 で もあ り,駐 在 活動に最初か ら全面 的

な援助 と協 力を約束 して くれ たので,わ た くしは,な か

ばあき らめていた個人研究 の時 間を行動計画のなか に,

かな り余 裕を もって もりこむ ことがで きたのであ る。

　 ところで,ナ イロビ研究 セ ンターの事業内 容 で あ る

が,こ れはまだ正式 にフ ォームがで きてい るわ けで はな

く,お おかた派遣 された駐在員 の才覚 に まかせ られて き

た。 しか し,こ のオ フィスが 日本 とア フ リカの原地をむ

すぶ 中継基 地 として,い わ ば 日本 のア フ リカ研究を推進

す るための学問上の橋頭墨 に したい,と い う現在の学会

の基本 的な考え方に したが うな らば,お のずか ら,駐 在

員の とるべ き姿勢 もきまって くるわけであ る。ただ,あ

る場 合には,そ れが,純 粋な研究 活動 を制 約す ることに

もな って くるが,日 本 にお ける研究室 の雑用の質 と量を

想起すれ ばかな らず しも問題で はな くな るといえ る。

　 そ こで わた くしは,第4次 ナイ ロビ駐在 員の事業お よ

び研究 と して,基 本的な項 目を い くつ かたてて実行す る

ことにした。

　 〔1)日 本 か ら派遣 されたア フ リカ学 術調査隊および研

究者 に対す る全面 的協 力。

　 (2)ま た,こ れに使用 され るフィール ド ・ワー カーの

ため,調 査用具,調 査器 具,装 備 の一部 をデポ し,借 出

しす る。

　 (3） ア フ リカに関す る文 献,地 図,統 計,新 聞,定 期

刊 行物な どの資料 を収集 し,利 用 に供す る。

　 (4)マ ケレ レ大学,グ レサ ラー ム大学,ナ イ ロビ大学

を訪問 し,ア フ リカ研究 の状況,ま た研究者 の最近 の動

向を紹介す る。

　 (5)奥 地 にお いて フ ィール ド・ワー クに従事 してい る

研究者を原地 に訪問 し,紹 介 す る。

　（6） 日本万国博世界民俗資料 調査収集団へ の協力。

　 (7)ア フ リカ部族言語文 化調査表の完成。

　 (8)タ ンザニ ア,ハ ナ ン山麓 にお ける民族学 的補足 調

査。

　 (9)学 会および アフ リカ研究 者への通信,依 頼調査事

項 に関す る解答。

　 (10)日 本学 術振興会への定期 的事 務連 絡。以上,駐 在

員の活動が,こ れだけの項 目を実行 に うつすだ けで,か

な らず しも,す べ てが満足 され たとも思 わない し,ま た

わた くしの力不足か らいつ も円滑に進行 した わけで もな

い。 しか し,た とえヘ ボ碁 で も布 石を しな ければ,す べ

てが はじま らなか ったのであ る。

Vol.22　 No.5

写 真1ナ イ ロ ビUniverslty　 College,左 手 が 図 書

　 　 　 　館,前 方 に あ るの は社 会 科 学 関 係 の 建 物 。

写真2理 学 部

東 アフ リカの3大 学

　 ここで,東 アフ リカの各大学 について多少 ふれたい。

現 在は ケニ ヤ,ウ ガンダ,タ ンザ ニア3国 にそれぞ れ大

学 があ り,各 国独 自な教育政策 によ って総 合大学 へ発達

しつつ あるが,1955年 まで束 アフ リカにはイギ リス 本

国 と直結 した マケ レレ大学(ウ ガ ンダ)し か存在 しなか

った。大学はあ くまで植民地支配 の一環 であったため,

自由な発展は認め られなか った ので ある。

　 しか し,東 ア フ リカ3国 がつ ぎつ ぎと独立 す る に つ

れ,ケ ニア とタンザニ アに大学創設 の気運が たか まり,

それは,最 初東ア フ リカ総合大学の結成 とな って実現 し

た。 すなわち,最 も充実 して いるマケ レレ大 学 を 中 心

に,法 学 部を創設 したダ レサ ラー ム大学(タ ンザニア),

理工学部 に特色 を もたせた ナイロビ大学(ケ ニヤ)が こ

れ に加 わ り,東 ア フ リカ総合大学 として統一 され,学 位

もロン ドン大学 の権威 をたのまず,独 自に授与する こと

にな ったので ある。 しか し獄が ら,こ のよ うな1国1大

学 の実 現は大学が充実 して くるにつれ,学 部増設のつよ

い要求 となって あ らわれて くるのが当然であ り,総 合大

学 化の構想へ発展 して きたのである。最 も出発 の遅 れた
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ダ レサ ラー ム大 学 も政 府 の 積 極 的 な教 育 投 資 と欧 米 諸 国

の財 政 援 助 を 受 けて,今 で は法 学 部,文 学 部,社 会 科 学

部,理 学 部 を もつ 総 合 大 学 へ 成 長 した ので あ る。

　 さて,10月15～16日 の 両 日,わ た く しは,イ ン ド洋 に

面 した 小 高 い 丘 の 上 に あ るダ レサ ラ ー ム大 学 を 訪 問 し

た 。 そ こで 思 い が けず,P.　Puritt夫 妻 に逢 った の で あ る 。

彼 は カナ ダ か ら きた 人 類学 者 で,か って,わ た く しが タ

ンザ ニ ア で イ ラ ク族 の 調 査 を続 行 して い た と き,ア ル ー

シ ャの 街 で一 緒 に な り,互 に ア フ リカ に お い て 現 に起 り

つ つ あ る人 類 学 上 の 問題 に つ い て 意 見 を 交 換 した こ とが

あ った。 今 は この大 学 に籍 を お い て 研 究 す るか た わ ら,

な お メル ー族 の 調査 を継 続 して い る との こ と で あ り,

Ph.　Dの 学 位 を 得 るた め 論文 を準 備 中 で あ った 。 か って

タ ンザ ニ ア で親 交 の あ っ た人 類 学 者 は,彼 を の ぞ いて は

皆 本 国 の大 学 に教 授 の地 位 を得 て もど って しま い,会 う

こ とは で き な か った が,こ の 大 学 のResearch　 Associ-

atesの 資 格 にお いて,フ ィル ドへ 入 って い る新 進 の 研

究 者 を紹 介 され,最 近 の ア フ リカ 研 究 者 の 動 向 に 関 して

新 しい情 報 を え る こ とが で き た の で あ る。

　 ナ イ ロ ヒ大 学 で は,Instltute　 for　Development　 Stu・

dlesのCultural　 Dlvlslonを 訪 問 し,　A.　H　 Jacobsに

会 見 した。 現 在,彼 は農 耕 化 した マ サ イ族 の 文 化 変 容 の

研 究 に着 手 して い るが,同 時 に,研 究 所 のResearch

Dlrectorと して,ロ ッ クフ ェ ラー財 団 の基 金 に よ り,

現 在2年 計 画 で 実 施 さ れ て い る"Kenya　 Tradltlonal

Material　 Culture　 Project"お よ び"Kenya　 Belief　Sy.

stems　 project"の2つ の 研 究 テ ー マ の 実 質 的 な 推 進 者

で あ った 。 わ た くし は,日 本 か ら持 参 した"ア フ リカ社

会 の研 究"(今 西 錦 司,梅 ネ卓忠 夫 編,西 村 書店)を か れ に

手 渡 した が,立 派 な 装 釘 に,ア メ リカ人 特 有 の大 げ さな

動 作 で 驚 嘆 の 声 を あ げ た が,こ の ユ ーモ ラ ス な実 力 者 は

初 対 面 で あ るに もか か わ らず,調 査 研 究 の全 面 的 な協 力

を 彼 の ほ うか ら求 め て きた の で あ る。 新 興 の ア フ リカ の

大 学 は 最 早 外 国 人 の 興 味 に よ って 与 え られ た 研 究 課題 で

はな く,直 面 して い る現 代 的 な 問 題 に意 欲 的 に と り くみ

は じめ た とい え るの で あ る。

ウガ ンダ旅行

　 これ まで タンザニア に研究地域が集中 して いたため,

ウガ ンダを見 る機会がなか ったが,古 くか らブガ ンダ,

アンコー レ,ブ ンニ ョロ,ト ロの4王 国の栄 えた この地

を訪問す ることは,わ た くしのかねてか らの念願 であ っ

た し,ま た,口 本の先輩か らマケ レレ大学の2,3の 教授

を紹介 されていたので,ぜ ひ訪問 しな ければな らな い と

思 っていた。

　12月6日,万 博か ら派遣 された民俗文化資料 調 査 収
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写 真3　 ウガ ン ダ の テ ソ族 の 部 落 に て,左 か らProf.

　 　 　 　 P.Rigby,私,長 島信 弘 氏 。

集団の片寄俊秀氏 の 日程 にあわせて,カ ムパ ラにむ けて

出発 した。今回の資料収集 には,ウ ガ ンダ東 部 の 大 部

族,テ ソの人類学 的調査 に従事 してい る長島信弘氏 も協

力 員 として名をつ らね ていたので,わ た くしたちは前 も

ってかれに連絡を と り,カ ムパ ラの グラン ドホテルで落

合 うことに した。本来 な ら,フ ィル ドにある者 を調査 外

の仕 事にわず らわす ことは極 力 さけるべ きで あるが,物

質文 化に も興味を も っているかれは,こ の機会 に,ウ ガ

ンダ西部を旅行 したいとい うわた くしの計画 に賛意 を示

したので,3人 頭を よせて 計画 をたて ることにな った。

ところが ちょうどこの時,マ ケ レレ大学,社 会学担 当教

授P.Rigbyが 長島氏 のフ ィル ドを訪問す ることにな った

ため,ま ず,テ ソの彼 の調査地 に同行す ることか ら,ウガ

ンダにおけ る民俗文化収集旅行 がは じまった ので ある。

　 テ ソ族 は,今 世紀 はじめの古い記 録写真をみ ると全裸

に近 いか っこうを して いるが,今 では,東 ア フ リカで も

もっと も西 欧化が進んで いる部族 のひ とつで あり,ク リ

スチ ャンが多 く,教 育熱心で有名 である。換金作物 とし

て綿花 の栽培 が盛 んで あり,ア ワ,ヒ エを主 食に して い

るが,牧 畜民 としての古い文化 は失 いつつあ り,畜 牛飼

養頭数 もしだいに減少 しつつ ある。 こ こで,わ た くした

ちはカメに入 った地 酒を御馳走 にな ったが,こ れをのむ

ため には長 いス トローで酒をすわね ばな らず,自 分が ど

れだ けのん だのか見 当 もつかな いが,味 は確かに教授の

い うよ うに 「Excellent」であ り,伝 統 的に洗練 されたか

れ らの文化を反 映 していた。 しか し,わ れ われの この感

激を よそ に,隣 で ビールを楽 しんで いるテソの老人 を見

ると,や がて完全 に亡びゆ くこの部族 の文 化を象徴 して

い るようで,そ れが文 化の宿命だ とは知 って いなが ら,

なぜか人類学者 に特 有な愛 惜の情が こみ あげて きて しか

たなか った。

　 さて,わ た くした ちはテ ソやカ ラマ ジ ョング(ウ ガ ン
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ダの好戦的な牧 畜民)の 物質文化を収集 した後,ウ ガ ン

ダ西部へ 出発 した。雨 季の 自動車旅行 はアフ リカでは も

っとも危険 に満 ちてお り,生 命の保障 はないとおどかす

もの さえ いるが,わ た くしは充分経験ず みなので,無 理

は しないが,1日 約250マ イル平均の行程 とい う計 算で

ア ンコール王国へ むか ったのであ る。激 しい雨 は しば し

ばわれわれを悩 ま し,躊 躇 させたが,コ ンゴ との国境 に

あ るル エンゾ リ山系 をのぞむ丘 にた った時,こ の幻の月

の山がかすか にみえ るほ ど空は晴れ あが って いた。途中

クィン ・エ リザ ベス国立公園を通過 してFort　 Porta1に

到着 した 日は,西 北部 のアチ ヨ リ族の領域 まで入 りたい

とい う欲 も出たが,収 集品 もかな りの量 に達 したので,

断念 し,一 路 カ ンパ ラへの道を急いだので ある。

　 わた くしは この旅行 中,し ば しば タンザ ニアの 自己の

フィル ドと比較 して眺 め る くせが 出て しま ったが,こ の

稔 り豊 かな国が,ま た東 アフ リカにお けるはか り知 れな

い部族 文化の溜 ま りを ひたか くしにか くして い る よ う

で,行 きか う老人がす べて呪術者にみえて きて しかたな

か った。

イラ ク族 調査

　正 月,わ た くしは京都大学 ハナ ン基地で過 ごす こ とに

な っていた。 イ ラク族 の友人た ちは,こ の 日本 の祭 日に

今 では ほとん ど作 る ことがな くな った伝統 的なハ チ密 酒

を,わ た くしに御馳走 したい と計画を たてて いたのであ

る。 しか しわ た くしが部落を訪問 した とき,か れ らは2

年続 いた天災 によって主食 の トウモ ロコシが ほ とん ど収

穫がな く,飢 餓状 態におちい ってい た。幸 い,農 耕 と牧

畜をた くみ に融合 した生産 様式を もつ イラ ク族 は,牛 市

で家 畜を売却 して現金 を手 に入れ ることはで きた。

　 そ こでかれ らはふ ところに した現金を にぎ りしめて,

100マ イル ほど離れ た農耕 部族 イランギの部落 まで はる

ばる出か けて行 き,ト ウモ ロコシを買い あさり,持 って

帰 って ようや く一家 の飢 を しのいでいたので ある。

　 わた くしの キ ャンプの前 は,1日 に何度か この よ うな

食料 買い 出しに出発す る ロバ のキ ャラバ ンが通 りす ぎて

行 った。長老 たちは,連 日部落の広場 に集 って会合 を開

き,食 料を確保す る方策 について頭を よせて論議 して い

たが,豊 作の年 には,自 分 たちが石油缶1杯4シ ル(200

円)で コー ポ ラテ ィブに売 っていた トウモ ロコシが,一

旦飢饉 に陥 り,政 府 の正式 ルー トを通 ってそれが効済物

資 としてかれ らの目の前 に もどって きた時,9シ ル(450

円)に も値が はねあがる とい う経済の カラク リは理解 で

きず,矛 盾 としか うつ らなか った ようで ある。

　 さて,わ た くしは ここに約40日 間滞在 したが,イ ンホ

ー マ ン トのなかには,子 供た ちがつ ぎつ ぎ と家 を見 捨て
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て逃亡 し,家 族 が崩壊 しかか ってい るもの さえ あり,調

査を開始す ることに抵抗 を感 じないわけにはいかなか っ

た。

　 調査は イラク語言語文 化調査表の完成 と雨乞儀 礼をめ

ぐる地緑構造の分析 に焦点 を しぼ ったが,と ころが部落

の困窮 とは まった く別 な次元 で調査が頓挫 し て し ま っ

た。 もちろん,調 査 にはいつ も予期せぬ事態が発生 した

り,ど こか準備 に欠陥が あ った りして,い ざ とな ってあ

わて ることが お うお うに してあ るが,こ ん ども携帯用テ

ープ コーダーが録音 中に故 障 し
,せ っか く集 って もらっ

たイ ラク族の長老 たちをす っか り失望 させて しま った。

日本か ら大切 に抱 きかかえて きたテープ コーダーだ けに

わた くしもあ きらめきれ ず,モ ー ターの回転む らを ドラ

イバ ー1本 でふせ ぎなが ら,よ うや く2000語 を録音する

こ とがで きたのであ る。

　 また,雨 乞儀礼 はイラク族 のあいだでよ く発達 してお

り,EH・Winterの 精緻 な報告 がでているが,ハ ナ ン

山麓 一円の イラク族 は隣接す るゴ ロワ族 の雨 乞師の とこ

ろにおいて毎年 この儀 礼 を行 な って お り,こ こに見 られ

る雨乞をめ ぐる超部族 的な地縁 関係 にわた くしは興 味を

もったわ けで ある。 しか し,滞 在 期間中 ゴロワ族 の大雨

乞 師は酒席の場で傷害事件を起 こ し,警 察 の追跡 をのが

れて ゴロワ族 の部落か ら身 をか くしたので,つ いに雨乞

儀 礼を観察す る機会を失 い,単 なる聞き込 み調査 に終 っ

たのはかえすがえす も残念で あった。

　 調査地 に別れを告 げる 日が近 づ くにつれ,協 力者に再

会 を約 したが,今 年は順調 に降雨が あ りそ うなので,こ

ん どわた くしがハ ナン山 にや って きた時 には,食 料 の心

配は させない と断言す る底抜 けに明かるいかれ らの顔 を

見 てい ると,わ た くしもかれ らの神,ロ アの天恵 を祈 り

たい気持 でい っぱいであ った。

駐在員活動の限界

　 イ ラク族 の調査か らナイロビへ帰 って きて,若 干の資

料整理 を してい るうちに,帰 国期限がずんずんせ まって

きた。6か 月のナ イロビ滞在 は計画のたて方 によっては

有 意義に もな り,セ ンターの設立 は,今 後の アフ リカ研

究 において果 たす役 割は きわめて大 きいが,し か し,や

は り,半 年 は短 期間にす ぎて本格的 に仕事 に専念す る時

間的な余裕はな く,野 外調査の規模は縮少せ ざるをえな

か った。

　帰 国にあた って,わ た くしはケニ ア,ウ ガンダ,タ ン

ザ ニアにおいて収集 した資料や装備や物品を 引継 ぐもの

がな く,や むな く梱包 して大使館 に保管を依頼す ること

に したが,こ こに,ど う しよ うもない駐在員活動の限界

があ ることを実感 した。 それ は,出 発 にあた って充分承
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知 していた ことではあるが,ナ イ ロビ滞在中 に協力 して

くれた原地 の友人,知 己を後任 者に直接紹介す ることも

で きず,つ ぎの駐在員 はまた,お な じ時間 と労力をか け

て貸事務所や宿舎 を探 した り,不 案内な土地で新 し く情

報 を集 めた りしな くて はな らず,毎 年,こ の よ うな セ ン

ター設 立を くりかえ していては前任 者の努力が無駄 にな

るばか りで な く,ア フ リカ研究セ ンターの信用 にもか か

わ るか も しれな い。駐在期 間は少 な くとも1年 間 に延長

され る必要が あ り,ジ ープを もたなければ,満 足な研究

活動が できないことを 強調 してお きたい。 こと野外調査

にかぎ らず,ア フリカでは,車 がなければ行動の 自由を

完全 に放棄 しな ければな らない境 遇にたつので ある。す

べての要求を一度 に実現 させ る ことはむずか しい ことは

了解 できるが,こ の2点 は,原 地に駐在 したものの切実

な願 いであった。

お　 わ　 り　 に

　 わた くしの東 アフ リカ滞在 中は,日 本 にお いて は安 田

講堂の落城を頂点 に,大 学紛争 の もっとも激化 した時期

で あ り,大 使館 に1週 間遅れで送付 されて くる日本か ら

の新聞を読むた びに,遠 隔地 にいて無責任 な発言は許 さ

れ ないとは知 りなが らも,大 学 の同僚 にペ ンを握 ってい
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る ことが多か った。

　大学 紛争は東 アフ リカの大学 に お い て も例外 ではな

く,授 業放棄や ス トライキとい うかた ちで しば しば発 生

していたが,日 本 のよ うに大学 の根本をゆ るがす よ うな

運 動 としては発展 して いない。一 般 に,政 府 の言論 弾圧

に対 す る反対が学生運動 の中心 的 テー マのよ うにみ うけ

られたが,ダ レサ ラーム大学 のよ うに,卒 業後 の国家 奉

仕 に対す る不満が学生 のあいだに充満 して お り,ボ イ コ

ッ ト運動に発展 しそ うな形 勢の ところもある。 しか し総

じて こうした発展途上 国の大学 は,ま だ,大 学建設 とい

う幸 福な時代 にあ り,学 園はエ リー トと して かがやか し

い進路が約束 され ている学 生のあつ ま りであ り,政 治論

争には熱中す るが,し か し,警 察官 に護衛 された大 統領

の祝辞がな ければ卒業 式のは じまらな いとい う,日 本か

らみれば夢 のよ うな大 学なので ある。か れ らには体制批

判 にとどまらず,教 師を否定 し,学 園を破壊 す る日本の

大学紛争は まった く理解 で きない よ うで あ った。 わた く

しは,ケ ニ アを去 る前 日,再 度 ナ イロビ大学 を訪 問 した

が,学 生 とは話 し合 う機会 もな く,Jacomb教 授にだ け

帰 国のあい さつをす ませ,昼 下 りの学園 をあ とに したの

であ った。
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